
第７８回広島県高等学校総合体育大会 

少林寺拳法競技 実施要項 
 

開催の趣旨 

 広島県高等学校総合体育大会は、学校教育の一環として、生徒に広くスポーツの機会を与え、その力と技及び

明朗な精神の高揚をめざし、健康の増進と生徒相互の親睦を図ろうとするものである。 

 

主  催   広島県高等学校体育連盟 

 

共  催   広島県教育委員会 

 

後  援   (公財)広島県スポーツ協会 (公財)広島県教育事業団 福山市 (公財)福山市スポーツ協会 

 

協  賛   (公財)久保スポーツ振興基金 

 

 

１ 期日（日程）・会場 

 ⑴ 期  日（日程） 

   令和７年６月１日（日） ９：００～１６：００ 

  ９：００  引率責任者会議 

９：１５  審判会議 

  ９：３０  開 会 式 

１０：００  競  技 

１４：３０  技術講習（合同練習） 

１５：３０  閉 会 式 

 ⑵ 会  場 

   福山市立福山高等学校 体育館 

   〒720-0843 福山市赤坂町赤坂９１０ ＴＥＬ（０８４）９５１－５９７８ 

 

２ 参加資格及び参加制限 

 ⑴ 選手は、広島県高等学校体育連盟（以下、県高体連）規約第５条に規定する学校に所属する生徒で、

本競技実施要項により、大会の参加資格を得たものに限る。 

 ⑵ 年齢は、平成１８年４月２日以降に生まれたものとする。 

   ただし、出場は同一競技３回までとし、同一学年での同一競技出場は１回限りとする。 

 ⑶ チーム編成において全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

 ⑷ 転校・転籍後６ヶ月未満のものは同一競技への参加を認めない（外国人留学生もこれに準じる）。 

   ただし、一家転住などやむを得ない場合は、県高体連会長の許可があればこの限りではない。 

 ⑸ 出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承認を必要とする。 

 ⑹ 参加資格の特例による参加については、広島県高等学校総合体育大会開催準備要項のとおりとする。 

⑺ 本専門部の特質により、次の参加制限を設ける。 

① 選手は、一般財団法人少林寺拳法連盟への当該年度登録（所属先の団体登録及び選手の個人登録）済

みのものであること。 

② 選手は、県高体連少林寺拳法専門部に加盟する学校の少林寺拳法部員（同好会・愛好会を含む）であ

ること。よって、学校に部（同好会・愛好会）がある場合は、部員以外の生徒の参加は認めない。 

③ (一財)少林寺拳法連盟の個人会員である生徒の参加については、在籍する学校に部（同好会・愛好会）

がない場合に限る。 

④ 組演武は２名１組とし、３人掛けは認めない。 

⑤ 組演武については、相手を変えて１人２回の出場を認める。 

ただし、この措置は、出場機会を失う選手が出ないようにするための救済措置的なものであることを

理解し、入賞機会を増やすために、いたずらに出場組数を増やすようなことは厳に慎むこと。 



⑥ 団体演武は６名１組（登録は８名まで可）とする。なお、選手の変更については、登録されているも

のの範囲とする。 

⑦ 団体演武は他種目と兼ねて出場できる。（組演武と単独演武の重複出場は不可とする。） 

 

３ 競技種目及び競技方法 

⑴ 競技種目 

  男女別に次の３種目を行う。 

  ① 団体演武 

  ② 組 演 武Ⅰ（自由）・Ⅱ（規定） 

  ③ 単独演武 

⑵ 競技方法 

広島県高体連少林寺拳法専門部競技規則」に基づき行う。同規則に記載なき事項については、「一般財団法

人少林寺拳法連盟競技規則」及び「全国高等学校総合体育大会少林寺拳法競技大会規則」に準じて行う。 

 ⑶ 各種目の詳細については、次のとおりとする。 

① 団体演武 

    ア 「２ 参加資格及び参加制限 ⑻ ⑥」に規定する範囲内での選手変更を認める。 

イ １・６構成は次に規定される単独演武基本法形を行い，２〜５構成は組演武にて行う。 

        天地拳第一系～第六系、義和拳第一系・第二系、龍王拳第一系・第三系、龍の形（逆小手）、 

        紅卍拳、白蓮拳第一系 

    なお、上記の基本法形以外を行った場合や、攻技・防技に関して変化・省略を行った場合は、総

合点より１０点減点する。 

また、開始時及び残心時の構えや、攻防後の体捌き、足捌き、運歩を定められたとおり行わなか

った場合は、総合点より１０点減点する。 

ただし、攻防後に全転換、半転換を伴う「天地拳第三系～第六系、義和拳第一系・第二系、紅卍

拳、白蓮拳第一系」については、全転換・半転換部分を他の体捌き、足捌き、運歩に置き換える

ことを可とする。 

ウ 演武時間は、１分３０秒以上２分以内とする。 

② 組演武 

ア 選手の変更は認めない。 

イ 競技は、組演武Ⅰ（自由）と組演武Ⅱ（規定）を行い、その合計点で優劣を決する。 

 ウ 演武時間は、１分３０秒以上２分以内とする。 

ただし、組演武Ⅱ（規定）については、時間制限を設けない。 

エ 組演武Ⅱ（規定）については、次のとおりとする。 

ａ 規定科目（技）については、別紙（「令和７年度全国高等学校総合体育大会少林寺拳法競技 予

選競技Ⅱについて」）に示すところとする。 

  なお、本大会において「構成Ａ」「構成Ｂ」のどちらを行うかについては、５月７日の組合せ

会議にて決定し、出場校へ通達する。 

ｂ 次に規定する防具を必ず着用すること。 

・少林寺拳法ボディプロテクター（２重構造のもの） 

・少林寺拳法公認ヘッドガード（SKHGヘッドガード） 

・少林寺拳法公認拳サポーター（SKFG拳サポーター） 

・少林寺拳法ファールカップ（２重構造のもの・男子のみ） 

なお、規定外の防具や欠陥や故障状態にあるものを装着しての出場は認めない。 

ｃ 演武は、指定された技を指定された順序で行う。 

ただし、双方が同じ技を行うのではなく、昇格考試と同様に、一方が「１,３,５構成」を行

い、一方が「２,４,６構成」を行う。 

ｄ 指定外の技を行った場合は、総合点より１０点減点する。 

ｅ 指定技の順序が違った場合は、総合点より１０点減点する。 

ｆ 指定外の体構え・布陣等で技を開始した場合は、総合点より１０点減点する。 

 



③ 単独演武について 

  ア 演武時間は、１分以上１分３０秒以内とする。 

④ 全ての種目において、資格外の技を行った場合は、一技につき総合点より１０点減点する。 

ただし、次のとおり使用技に許容範囲を設ける。 

ア 演武者が、「見習・６級・５級・４級」の場合は、３級科目までの技が使用できる。 

イ 演武者が、「３級・２級・１級」の場合は、初段科目までの技が使用できる。 

 

４ 表  彰 

 ⑴ 男女別に各種目３位まで表彰する。 

 ⑵ １位 賞状ならびに優勝旗または優勝杯（持ち回り） 優勝副賞品  ２～３位 賞状 

 

５ 参加申し込み 

⑴ 申込書類 

ア 出場申込書     １部 

イ 出場申込書のコピー １部 

 ⑵ 申込書類の作成について 

① 「ア」の様式は、県高体連のホームページからダウンロードする。 

② 「ア」は、県高体連のホームページからダウンロードした競技別実施要項に従い作成し、データをＥ

メールにて大会事務局宛に送付するとともに、データを打ち出したものに校長印を捺印の上、専門委

員長宛に郵送する。 

③ 「イ」は、各部顧問が校長印捺印済みのものをコピーして、各学校の県高体連担当者に提出する。 

⑶ 申 込 先 

  ① 大会事務局 

修道高等学校  城﨑 共陽 

〒730-0055 広島市中区南千田西町８−１ 

ＴＥＬ（０８２）２４１−８２９１   ＦＡＸ（０８２）２４９−０８７０ 

E-mail josaki-t@shudo-h.ed.jp 

② 専門委員長 

広島城北高等学校  中森 清徳 

〒732-0015 広島市東区戸坂城山町１−３ 

ＴＥＬ（０８２）２２９−０１１１  ＦＡＸ（０８２）２２９−０１１２ 

E-mail s-nakamori@hiroshimajohoku.ed.jp 

⑷ 提出締切 

令和７年４月３０日（水）必着とする。 

 

６ 参加上の注意 

⑴ 出場武階資格は、出場申し込み時のものとする。 

⑵ 全国高等学校少林寺拳法連盟指定のゼッケンをつける。 

ただし、(一財)少林寺拳法連盟個人会員（少林寺拳法部がない学校）の生徒についてはこの限りでない。 

⑶ 服装については、「少林寺拳法競技規則 取扱細則 第３章 第５条 細則 服装規定」に準じ、次のとお

りとする。 

① 道衣・帯は少林寺拳法公認のものとし、体格に応じたものを着用すること。また、清潔感に留意し，

汚れがひどい道衣は着用しないこと。 

② 道衣の後襟・前襟下方・ズボン前上方に必ず名前を記入すること。その際、黒色で名前のみ記し、そ

の他の刺繍等は入れないこと。 

③ 道衣の袖や裾をまくりあげないこと。 

④ 上着の袖は「手首と肘の中間」、ズボンの裾は「足首と膝の中間」に位置すること。 

⑤ 男子は、原則として、道衣の下にＴシャツを着用しないこと。 

なお、女子が道衣の下に着用するＴシャツは，白色のみとする。 

⑷ 頭髪については、武的要素の観点から端正な髪形とし、特に次の点に留意する。 

① 頭髪の加工（染髪・パーマ等）はしないこと。 



② 極端な長髪は避け、前・横髪が目にかからない、後髪がゼッケンにかからない髪型とすること。 

なお、髪留めを使用しなければならない場合は、黒または紺色の髪留めゴムで、後髪のみ使用可とす

る。 

⑸ 競技中の眼鏡・ハードコンタクトレンズの使用は禁止とする。また、原則として、サポーター等の装具の

使用も禁止とする。 

⑹ 装飾品等を身につけること・化粧をすることは禁止とする。 

⑺ 出場選手の大会期間中の健康管理及び生徒指導については、各学校長の責任において遺漏のないよう処置

すること。特に、健康管理・食生活及び交通安全等の指導については、十分留意すること。 

⑻ 学校及び家庭における事前の健康観察を十分にすること。 

⑼ 競技場においては会場責任者の指示に従うとともに、競技場を常に清浄に保ち，会場を汚さないこと。 

⑽ 各自、原則として「健康保険証」を持参すること。 

 

７ 組合わせ 

 ⑴ 日  時 

令和７年５月７日（水） １４：００〜 

 ⑵ 会  場 

広島城北高等学校 

 ⑶ 参 加 者 

専門委員 

 

８ そ の 他 

⑴ 本大会は、「第３５回中国高等学校少林寺拳法選手権大会」及び「令和７年度全国高等学校総合体育大会少

林寺拳法競技大会」の県予選を兼ねる。 

⑵ 「広島県高等学校体育連盟主催大会等における個人情報及び肖像権に関する取扱について」は、参加申込

書の提出をもって、承諾をいただいたものとして対応する。 

 



令和７年度全国高等学校総合体育大会少林寺拳法競技 

（第５２ 回全国高等学校少林寺拳法大会 ） 

【広島県福山市開催】 

予選競技Ⅱについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 防具着用について 

⑴次の防具（①～④）を着用して演武を行う。 

①「少林寺拳法ボディープロテクター」（２重構造のもの） 

②「少林寺拳法公認ヘッドガード」 

③「少林寺拳法公認拳サポーター」 

④「少林寺拳法ファールカップ」（２重構造のもの・男子のみ） 

 ⑵欠陥や故障状態にあるものを装着しての出場は認めない。 

 

 

２ 連反攻について 

⑴剛法に限る。（規定技から柔法に連絡する構成は不可とする。） 

⑵上段への加撃は前面への直線の突き（直突、熊手突、裏拳突、裏手打、手刀切）のみとし、曲線の突き（振

突、鈎突、裏拳打等）による加撃は禁止とする。 

⑶上段への加撃はすべて寸止めとする。 

⑷蹴りについては、中段への加撃のみ可とする。ただし、膝蹴は禁止とする。 

⑸足払い、刈足、投げ、押倒等の、床面に倒すことを意図したものは禁止とする。 

 

 

３ 規定科目について 

 ⑴下の①構成Ａ・②構成Ｂの２構成のうち、大会前日に指定するどちらかの構成を行うこととする。 

 ⑵①構成Ａ・②構成Ｂのどちらで実施するかについては、次の通り「引率責任者会議内」で公開抽選にて決定

し、発表する。 

  ・日 時：令和７年７月２２日(火) １４時４５分～ 

  ・会 場：エフピコアリーナふくやま 柔道場 

 

①構成Ａ 

 科目名 資格：拳 系 選手Ａ 選手Ｂ 

１構成目 内受突(裏)  連反攻 ６級：仁王拳 攻 者 守 者 

２構成目 下受蹴   連反攻 ５級：三合拳 守 者 攻 者 

３構成目 外受蹴(裏) 連反攻 ４級：仁王拳 攻 者 守 者 

４構成目 突天一   連反攻 ３級：天王拳 守 者 攻 者 

５構成目 突天三   連反攻 １級：天王拳 攻 者 守 者 

６構成目 払受蹴   連反攻 １級：三合拳 守 者 攻 者 

 

 

 

 

少林寺拳法の技法は、その実践性から、前後左右順逆や攻者の状況に応じて対応することが原則であるが、

この予選競技Ⅱでは、出場者全員が同じ規定科目をする中で、しっかりとした武的要素が伴う演武であるか

どうかを審査する。また、各科目の連反攻の部分では、技の運用度を確認するため、極めと連反攻は必ず行

うこととする。 

 



②構成Ｂ 

 科目名 資格：拳 系 選手Ａ 選手Ｂ 

１構成目 上受突(表)  連反攻 ６級：仁王拳 攻 者 守 者 

２構成目 転身蹴   連反攻 ６級：仁王拳 守 者 攻 者 

３構成目 外押受突  連反攻 ３級：仁王拳 攻 者 守 者 

４構成目 混天一   連反攻 ２級：天王拳 守 者 攻 者 

５構成目 蹴天三   連反攻 １級：天王拳 攻 者 守 者 

６構成目 燕返    連反攻 １級：白蓮拳 守 者 攻 者 

※各構成とも、攻者・守者の構えについて左右前の限定はしない。 

※攻守の順序を間違えた場合（同じ選手が攻者を２度続ける）は、総合点より 10点減点する。 

 

 

４ 各科目の評価の観点 

①構成Ａ 

【１構成目】 内受突（裏） [対構] 

  攻者：中段構より、上段逆突。 

  守者：一字構より、順の手で内受を行い、逆の手で中段直突。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と逆突の肩腰の入り 

イ、相手の攻撃線をかわした内受と突きによる極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【２構成目】 下受蹴 [対構] 

  攻者：一字構より、中段逆突。 

  守者：八相構より、順の手で下受を行い、中段逆蹴。 

＊蹴り足を後に引いて連反攻、前に下ろして連反攻、いずれも可とする。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と逆突の肩腰の入り 

イ、相手の攻撃線をかわした下受と蹴りによる極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【３構成目】 外受蹴（裏） [対構] 

  攻者：中段構より、上段逆突。 

  守者：一字構より、逆の手で外受を行い、中段蹴。 

＊蹴り足を後に引いて連反攻、前に下ろして連反攻、いずれも可とする。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と逆突の肩腰の入り 

イ、相手の攻撃線をかわした外受と蹴りによる極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【４構成目】 突天一 [開構] 

  攻者：中段構より、上段順突、中段逆突の二連攻。 

＊スピードを強調し過ぎ、肩腰の入っていない二連攻では加点しない。ただし、肩腰の入りを強調

するあまり、二連攻の間が不自然に間延びするものは同じく加点しない。 

＊相手の蹴反撃をわざと当てさせるような動きは加点しない。 

  守者：一字構より、上受、同時受、引身を行い、中段順蹴。 

      ＊タイミング良く受け、反撃を行う。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と二連攻（順突・逆突）の肩腰の入り 

イ、同時受での体軸の安定と蹴りによる極め 



ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【５構成目】 突天三 [開構] 

  攻者：中段構より、上段順突、中段逆突、上段順突の三連攻。 

＊スピードを強調し過ぎ、肩腰の入っていない三連攻では加点しない。ただし、肩腰の入りを強調

するあまり、三連突の間が不自然に間延びするものは同じく加点しない。 

＊相手の蹴反撃をわざと当てるような動きは加点しない。 

  守者：一字構より、上受、同時受、上受を行い、中段順蹴。 

      ＊タイミング良く受け、反撃を行う。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と三連攻（順突・逆突・順突）の肩腰の入り 

イ、上受、同時受での引き身、最後の上受での体軸の安定と蹴りによる極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【６構成目】 払受蹴 [開構] 

  攻者：一字構より、差込廻蹴。 

  守者：一字構より、鉤足になり（打）払受を行い、中段へ蹴込。 

＊タイミング良く受け、反撃を行う。 

ア、攻者の差し込み（適切な間合い）と差込廻蹴 

イ、相手の攻撃線をかわした（打）払受と蹴りによる極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

②構成Ｂ 

【１構成目】 上受突（表）[対構] 

  攻者：中段構より、逆拳で手刀打。 

  守者：一字構より、差替入身より上受を行い、順の手で中段突、上受を行った手で熊手突。 

      ＊熊手突の形を正しく行う。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と手刀打ちの肩腰の入り 

イ、差替入身と中段突による極め、適切な間合い（少し相手に寄って）からの熊手突と、その肩腰の入り

（後足・膝の絞り） 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【２構成目】 転身蹴 [対構] 

  攻者：中段構より、上段逆突。 

  守者：一字構より、横転身を行い、中段蹴。 

      ＊蹴り足を後に引いて連反攻、前に下ろして連反攻、いずれも可とする。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と逆突の肩腰の入り 

イ、適切な間合いになる横転身と蹴りによる極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【３構成目】 外押受突 [対構] 

  攻者：中段構より、逆拳を平拳にして、上段横振突。 

  守者：一字構えより、差替入身より押受、順の手で中段突、押受を行った手で熊手突。 

      ＊熊手突の形を正しく行う。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と横振突の肩腰の入り 

イ、差替入身と中段突による極め、適切な間合い（少し相手に寄って）からの熊手突と、その肩腰の入り

（後足・膝の絞り） 



ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【４構成目】 混天一 [開構] 

  攻者：一字構より、上段順振突、中段逆突の二連攻。 

＊スピードを強調し過ぎ、肩腰の入っていない二連攻では加点しない。ただし、肩腰の入りを強調

するあまり、二連攻の間が不自然に間延びするものは同じく加点しない。 

＊相手の蹴反撃をわざと当てさせるような動きは加点しない。 

  守者：一字構より、押受、同時受、引身を行い、中段順蹴。 

      ＊タイミング良く受け、反撃を行う。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と二連攻（順振突・逆突）の肩腰の入り 

イ、同時受での体軸の安定と蹴りによる極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【５構成目】 蹴天三 [開構] 

  攻者：中段構より、上段順突、中段逆突、中段廻蹴の三連攻。 

＊三連目の蹴は直蹴ではなく廻蹴とする。 

＊スピードを強調し過ぎ、肩腰の入っていない三連攻では加点しない。ただし、肩腰の入りを強調

するあまり、突きや蹴りの間が不自然に間延びするものは同じく加点しない。 

＊相手の蹴反撃をわざと当てるような動きは加点しない。 

  守者：一字構えより、上受、同時受、十字受を行い、中段順蹴。 

      ＊反撃は直蹴又は廻蹴とする。 

      ＊タイミング良く受け、反撃を行い、蹴り返しを相手に当てる。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と三連攻（順突・逆突・廻蹴）の肩腰の入り 

イ、後千鳥からの上受、同時受での引き身、十字受での体軸の安定と蹴りによる極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

【６構成目】 燕返 [開構] 

  攻者：中段構より、上段逆突。 

  守者：待気構より、順の手で内受、手刀切、逆の手で中段逆突。 

      ＊段反撃から中段突までの間は適切な間で行う。 

ア、攻者の踏み込み（適切な間合い）と逆突の肩腰の入り 

イ、千鳥入身からの内受・手刀の段反撃と中段逆突による極め 

ウ、連反攻への連絡変化 

エ、安定した体勢と残心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊指導者の皆さまへ 
 
⑴ 各科目のポイントを観点別にまとめておりますが、その観点のみを強調するあまり、不自然な間や動き（技

の流れが悪いブツ切りの演武）にならないよう、また、連反攻部分までを過度に作り込んだ結果、故意に胴
をあけたり動きを止めたりなどして、極めを演出する（受けられるのにあえて蹴らせる）ような動きになら
ないよう、指導に際してはご留意ください。 

 
⑵ 過去の大会において、規則として明文化していなかった形での連反攻への連絡変化が見られ、審査の混乱も

あったことから、「２ 連反攻について」において、次の２点を明確にしました。 
①「拳サポーター」を着用することにより正確に技が掛けにくい点を考慮して規定技から「柔法」を除外
した経緯があり、また、着胴の状態で床面に倒された場合の安全面への配慮から、連反攻は剛法のみ可
とし、規定技から柔法に連絡する構成は不可とします。 

②同じく安全面への配慮から、床面に倒すことを意図した連反攻は、すべて禁止事項とする。 
    また、従前より禁止事項としている「上段への曲線の突きによる加撃」は、直接打撃があったかどうか

に関わらず「失格」事案となりますので、指導に際してはご留意ください。 
 
⑶ 本来の規定組演武（予選競技Ⅱ）設定のねらいの徹底と、演武の形骸化（連反攻の過度な作り込み）を防ぐ

ために実施する構成を大会前日に指定することとしましたので、二つの構成をバランスよく修練するようご
指導ください。 

 
⑷ 従前より「法形」「運用法」「演武」の修練をバランスよく行うことを心がけていただいているとは思います

が、防具を着用した修練を日常的に行い、安全性の面から選手が防具の正確な着用に精通するようご指導く
ださい。 
特にヘッドガードの着用時において、次のような安全性が損なわれている状況が見受けられますので、ご注
意ください。 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
《例１》 
長髪の選手の髪型が不適切である（髪を上部でまとめている等）ために、ヘッドガード上部（後部）が
頭部と密着しておらず、ずれる可能性がある。 

  ➡安全確保の観点から、予選競技Ⅱに限り、大会規則「第４章 競技方法 第 15条 服装等（７）～
頭髪（後髪）についてはゼッケンにかからない」を適用しない。ついては、長髪の選手おいては、
右側の写真のように髪の結び目がベルトに干渉しない位置にくるようまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜結び目がベルトの内側になっている例＞     ＜結び目が正しい位置になっている例＞ 
※頭部を固定するベルト部分が浮いてい      ※結び目がベルトに干渉しない位置で 

   るため不適。いわゆる「だんご」状に       まとめる。 
まとめた場合だと浮きは大きくなり、      

   さらに危険度は増す。             
 

《例２》 

 前面が曇り、演武中の視界を妨げている。 

  ➡曇り止めの処置が不十分であることが原因であるので、大会前より丁寧に何度も処置を行うよう指

導する。 

  


